
ポケット放射温度計
PC－8400Ⅱ

取扱説明書

このたびはポケット放射温度計「ＰＣ－8400Ⅱ」をお買いあげいただきあり
がとうございました。
◎この商品は、物体の表面温度をはかるものです。それ以外の使用はしないで

ください。
◎ご使用前には必ず取扱説明書をお読みになり、大切に保管してください。

　警　告
ＰＣ－8400Ⅱは防爆仕様構造ではありませんので、引火性ガスを含んだ
雰囲気での測定には絶対に使用しないでください。

　　爆発注意
爆発する恐れがあり大変危険です。

◎ご不明な点がありましたらお買いあげ店または弊社にご相談ください。



1

ご使用上の注意

　注　意
●本器を正しくご使用いただくために、以下のことを守ってください。
・体温計ではありません。体温計としてのご使用はしないでください。
・本器は非接触式の温度計です。測定対象物に接触させないでください。

特に高温になっている測定対象物に接触させると、誤った測定結果を表
示したり、破損の原因となります。

・本器は、レーザ光を照射しません。本体背面に「Battery for Laser」
　の記載がありますが、レーザ付きではありません。
　予備電池収納部としてご使用ください。
・測定エリアガイド「ラッパ形状」部分を握って
　測定しないでください。測定精度に影響を及ぼ
　します。また、測定エリアガイドに手を触れな
　いよう、ご注意ください。
・本器は精密計測器ですので、落下させたり、振動・衝撃を与えないよう

注意してください。
・分解、改造をしますと故障の原因となりますので絶対にしないでください｡
・水中でのご使用はしないでください。
・直射日光の当たる場所や熱器具の近くでの使用は止
　めてください。正しい測定ができないだけでなく、
　ケースの変形、変色の原因となります。
・埃などの多い場所でのご使用は避けてください。赤外線レンズに埃が付

着すると測定精度が悪化します。また、赤外線レンズ（測定窓）に埃や
ゴミなどが付着した場合は埃やゴミを取り除いてください。詳しく
は（｢保守｣）の項目をお読みください。

・先のとがったもの、硬いもので測定窓に触れないでください。赤外線レ
ンズにキズが付くと測定精度が悪化します。

・水蒸気、埃、煙などは正確な温度測定を妨げますのでご注意ください。
・電気的ノイズが発生する環境で使用しますと、表示が不安定になり、誤

差が大きくなる場合があります。
・本器の使用温度範囲は０～50℃です。使用温度範囲外でのご使用は故障

の原因となります。
・本器の測定温度範囲は－60～240℃です。測定範囲外でのご使用は故障
　の原因となります。
・自動車内などに放置すると、真夏の炎天下では極度の高温になり、本器を

故障させることがあります。このような場所には放置しないでください。
・長期間使用しない場合は、必ず電池を取り外してください。電池を入れ

たままにしておきますと電池から液漏れする場合があり、故障の原因と
なります。

－　 －
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　注　意
・不要になった電池は火中に投入しないでください。電池が破裂してけが

ややけどをする恐れがあります。
・電池は幼児の手の届かないところに保管してください。万一飲み込んだ

場合には、直ちに医師に相談してください。
・環境保全のため使用済み電池はそれぞれの自治体の条例に基づいて処理

するようにお願いします。
・液晶表示画面を強く押したり、強い衝撃を与えないでください。
　液晶表示画面のガラスが割れてけがの原因となることがあります。
・液晶表示画面が割れた場合、表示画面内部の液体には絶対に触れないで

ください。皮膚の炎症の原因となることがあります。
　万一、口に入った場合は、すぐにうがいをして医師に相談してください。
　目に入ったり、皮膚に付着した場合は、清浄な流水で最低15分以上洗浄
　したあと、医師に相談してください。
・本器をアルコール、シンナー、その他有機溶剤で洗ったり、拭いたりし

ないでください。汚れた場合は中性洗剤を溶かしたぬるま湯を含ませた
タオルなどをよくしぼってから拭いてください。

・ガラスは本器の赤外線測定波長域を透過しませんので、測定対象物をガ
ラス越しに測定した場合、ガラス表面の温度を表示します。ご注意くだ
さい。

・本器の周辺温度が急激に変化した場合、測定精度に影響を及ぼすことが
あります。周囲の温度に十分なじませた後にご使用ください。周囲温度
が10℃以上変化した場合には30分以上本器をご使用される温度雰囲気に

　なじませてください。
・ネックストラップのご使用には十分注意して下さい。移動の際に本器が

引っかかるなど思わぬ事故の危険性があります。

概　　要
本器は、ポケットサイズの赤外線放射温度計です。あらゆるシーンで物体の表
面温度を手軽に測定することができます。

特　　長
●触れずに素早く温度を測定

本器は、測定キー（Ｓｃａｎキー）を押すだけで、素早く物体の表面温度を
測定することができます。
●ポケットサイズ
　本器はポケットサイズで、持ち運び・携帯性に優れています。
●放射率設定可能
　測定対象物の材質によって異なる放射率を設定することが可能です。

－　 －
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各部の名称と働き
　　　　　　　（正面図）　　　　　　　　　　（背面図）

①表示部 …………………………… 温度指示値及び本器の状態を示すキャラク
タを表示します。

②測定キー（Ｓｃａｎキー） …………… キーを押すと表面温度を測定することがで
きます。
キーを離すと、約15秒後に自動的に電源が
切れます。
（オートパワーＯＦＦ機能）

③Ｍｏｄｅキー …………………… 測定モード（通常測定状態）時にこのキー
を押すことにより、
１）測定中の最高温度（ＭＡＸ）または最
　　低温度（ＭＩＮ）表示機能
２）ＬＯＣＫ機能（連続測定機能）
３）放射率設定
を行うことができます。

④動作用電池収納部（下） ………… 電池はリチウムコイン電池ＣＲ2032を使用
します。

●視野範囲を判断しやすい測定エリアガイド付
本器は、｢ラッパ形状」の測定エリアガイドを目安に測定領域を判断できます。
簡単に、正確に測定領域を確認することができます。
●連続測定機能付（測定ＬＯＣＫ機能付）

長時間の測定を行う場合、測定キーから指を離すことができる「連続測定機
能」を備えています。
●最高温度(ＭＡＸ)表示、最低温度(ＭＩＮ)表示機能付

測定時における最高温度と最低温度を記憶しておき、表示することができます。

－　 －
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●表示部

⑨７セグメント表示部 …………… 測定温度を表示します。またＭＡＸおよび
ＭＩＮ機能時は最高温度・最低温度をそれ
ぞれ表示します。

⑩　　ローバッテリーマーク …… 電池のマークが完全に点灯しているとき、
　（電池マーク）　　　　　　　　電池容量が十分にあり、正常に動作します。

電池の容量が少なくなったときにマークが
半分になります。

⑪ＭＩＮキャラクタ ……………… 最低温度表示中に点灯します。
⑫ＭＡＸキャラクタ ……………… 最高温度表示中に点灯します。
⑬ＬＯＣＫキャラクタ …………… 連続測定機能（ＬＯＣＫ機能）により、連

続測定状態になっているときに点灯します。
⑭温度測定単位キャラクタ ……… 温度の測定単位は℃（摂氏温度）です。
⑮放射率設定画面 ………………… 放射率（ε）が0.95に設定されていることを

表わします。詳細は、「放射率設定機能」
の欄をご参照ください。

⑤予備電池収納部（上） …………… 予備のリチウムコイン電池を収納すること
ができます。
電池容量が少なくなったとき、電池交換が
素早くできるため便利です。

⑥センサ部 ………………………… 物体から放射される赤外線を検知します。
⑦測定エリアガイド ……………… 測定領域を目測で判断することができます。

パネルシールの表示と合わせて見ると測定
している概ねの測定領域を把握することが
できます。

⑧ネックストラップ取り付け部 … ネックストラップを取り付けることができ
ます。

－　 －
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電池のセット・交換
①電池カバー(下)を時計方向に回して外してください。
②古いリチウムコイン電池を取り出してください。
③新しいリチウムコイン電池の⊕を外側に向け、収納部右下の電極⊕に引っか

けるようにスライドさせて収納してください。
④電池カバー(下)を取り外したときの逆の手順で取り付けてください。

　　　 （外す）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（閉める） 　　　

注意：表示部の　　マークが点滅した場合は速やかに新しい電池と交換してく
ださい。　　マークが点滅した状態で使用すると測定精度に影響を及ぼ
し、誤動作する恐れがあります。

　注　意
●長期間、電池を収納しておくと、自然に放電したり、液漏れすることが

ありますのでご注意ください。
●予備電池収納部に「Battery for Laser」の文字が記載されていますが、
　本器はレーザ光を照射しません。
　予備用のリチウムコイン電池ＣＲ2032 １コを入れることができます。
●付属の電池はモニター用のため、電池寿命が短かいことがあります。

－　 －
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測　　定

連続測定機能（ＬＯＣＫ機能）

①測定キー（Ｓｃａｎキー）を押してください。電源が入り、
　表面温度を測定します。
②測定キー（Ｓｃａｎキー）を離すと、約15秒後に自動的に電

源が切れます。(約15秒後、液晶にＯＦＦを点灯したのち
消灯します）オートパワーＯＦＦ機能

③本器の距離係数は、測定距離：測定領域直径＝６：１です。
　測定距離と測定領域の関係は、｢測定上の注意」の欄を参照
　してください。

　注　意
●電子レンジの近くで測定しないでください。電磁場の大きな場所では、

測定誤差が大きくなることがあります。また、測定指示値が安定しない
ことがあります。

●出荷時は、放射率の設定を「0.95」にしています。
　放射率が0.95以外の物体を測定する場合、放射率を設定する必要があり
　ます。異なった放射率で測定を行った場合、測定指示値の誤差が大きく

なります。放射率の設定方法は「放射率設定機能」をご参照ください。
●表面温度が高いときは、近づきすぎて測定対象物に触ったり、輻射熱に

よる「やけど」にご注意ください。
●電源ＯＮ時に一瞬、測定値以外の指示値が表示されることがありますが、
　故障ではありません。

連続的に表面温度を測定したい場合、測定キー（Ｓｃａｎキー）を押し続ける
ことで連続測定（約60分）が可能です。
さらに、下記操作により連続測定機能（ＬＯＣＫ機能）にすることにより、キー
を押さずに連続的に表面温度を測定することができます。
①測定キー（Ｓｃａｎキー）を１回押して、Ｍｏｄｅキーを３回繰り返して押し
　てください。液晶画面にＬＯＣＫキャラクタが点滅します。
②再度、測定キー（Ｓｃａｎキー）を１回押してください。
　ＬＯＣＫキャラクタが点滅より点灯に変わり、連続測定機能（ＬＯＣＫ機能）
　を設定することができます。
③連続測定機能（ＬＯＣＫ機能）を設定した場合、約60分間の連続測定が可能です。
　同一物体の表面温度を連続的に監視する用途などに便利です。
60分以内に連続測定機能（ＬＯＣＫ機能）を解除する場合、測定キー（Ｓｃａｎ
キー）を押してください。
連続測定機能（ＬＯＣＫ機能）が解除され、液晶画面のＬＯＣＫキャラクタが
消灯します。

－　 －



7

ＭＡＸおよびＭＩＮ機能
本器は測定値の変化の中で最も高い測定値と、最も低い測定値を記憶すること
ができます。
●ＭＩＮ（最低温度）表示機能

測定キー（Ｓｃａｎキー）を１回押し、Ｍｏｄｅキーを１回押すと、液晶画面
にＭＩＮキャラクタが点滅します。このとき測定キー（Ｓｃａｎキー）を１
回押すと、最低温度表示（ＭＩＮ機能）の設定が完了します。
測定キー(Ｓｃａｎキー)を押しつづけて測定すると、最低温度表示を行います｡
測定キー（Ｓｃａｎキー）を離した場合、最低温度（ＭＩＮ値）は液晶画面
に表示したままとなります。再度、測定キー（Ｓｃａｎキー）を押すと、最
低温度（ＭＩＮ値）はクリアされ、新たにＭＩＮ表示機能が働きます。
ＭＩＮ（最低温度）表示機能中にＭｏｄｅキーを押すと、ＭＩＮ（最低温度）
表示機能は解除となります。
●ＭＡＸ（最高温度）表示機能

測定キー（Ｓｃａｎキー）を１回押し、Ｍｏｄｅキーを２回押すと、液晶画面
にＭＡＸキャラクタが点滅します。このとき測定キー（Ｓｃａｎキー）を１
回押すと、最高温度表示（ＭＡＸ機能）の設定が完了します。
測定キー（Ｓｃａｎキー）を押しつづけて測定すると、最高温度表示を行います。
測定キー（Ｓｃａｎキー）を離した場合、最高温度（ＭＡＸ値）は液晶画面
に表示したままとなります。再度、測定キー（Ｓｃａｎキー）を押すと、最
高温度（ＭＡＸ値）はクリアされ、新たにＭＡＸ表示機能が働きます。
ＭＡＸ（最高温度）表示機能中にＭｏｄｅキーを押すと、ＭＡＸ（最高温度）
表示機能は解除となります。

①ＭＡＸ表示機能またはＭＩＮ表示機能状態のまま測定すると、測定値が更新
されるごとに新しい測定値を表示しつづけます。このようにピークホールド
計（常に最高温度測定、または最低温度測定を表示する機能）としてご利用
することができます。

②オートパワーＯＦＦ機能が働くと、ＭＡＸ表示機能設定及びＭＩＮ表示機能
設定は解除となります。

　注　意
※本器は測定温度が250℃を超えた場合、最高温度に「Ｈｉ」が記憶され

ます。また、測定温度が－61℃以下の場合、最低温度に「Ｌｏ」が記憶
　されます。

－　 －
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放射率設定機能
本器は放射率を0.95に設定して出荷しています。
すべての物体から表面温度に相当した赤外線が放射されていますが、同じ温度
でも測定する対象物によって、放射される赤外線の量が異なるものがあります。
しかし、食品やプラスチックなどほとんどの物質の放射率が0.95前後となって
おり、それらの温度を測定する場合、放射率は0.95を使用することが可能です。
厳密な表面温度測定を行う場合は、下表を参考にして放射率を設定してください。
●放射率の設定のしかた

測定キー（Ｓｃａｎキー）を１回押し、Ｍｏｄｅキーを５回押してください。
このとき液晶画面に「95Ｅ」と表示します。これは放射率の設定が0.95であ
ったことを意味します。
放射率を変更する場合、測定キー（Ｓｃａｎキー）を押してください。放射
率の設定が0.95（液晶表示は95Ｅ）より＋0.01ずつ（液晶表示は＋１ずつ)
増加します。液晶に放射率の表示が現れているときに、Ｍｏｄｅキーを押し
てください。放射率の設定が終了します。
放射率の設定可能範囲は、0.05～1.00です。
注意：Ｍｏｄｅキーを押す前に、オートパワーＯＦＦ機能により液晶の放射

率設定表示が消灯した場合、放射率は更新されていません。以前の
　　　設定値が記憶されています。
それぞれの物体の放射率を下表にまとめます。放射率は物体の温度、表面状
態によって多少異なります。あくまで目安としてご使用ください。
①放射率表（放射率が0.95に近いもの）

次の表は主な物体の放射率の目安です。(但し、放射率は物体の温度、表面
状態によって多少異なるため、あくまで表の値は目安としてお使いください)

②放射率表（放射率が0.95と大きく異なるもの）

　金属は酸化されたものです。
－　 －

物　体 放射率 (ε) 物　体 放射率（ε） 物　体 放射率（ε）
肉 0.98 油 0.98 皮 膚 0.97
魚 0.98 プラスチック 0.95 水 0.98

野 菜 0.98 ゴ ム 0.95 土 0.95
パ ン 0.98 カ ー ボ ン 0.98 木 材 0.98
菓 子 0.98 コンクリート 0.95 紙 0.92
穀 類 0.98

物　体 放射率（ε） 物　体 放射率（ε） 物　体 放射率（ε）
鉄 0.85 真 鍮 0.60 ニ ク ロ ム 0.60

鋳 鉄 0.85 タ イ ル 0.80 ガ ラ ス 0.85
ア ル ミ 0.30 セラミック 0.80

銅 0.80 アスファルト 0.85
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測定上の注意
●測定領域について

本器の測定領域は、測定距離によって右
図のように変化します。
但し、右記の測定径は90％以上のエネル
ギーが捕捉できる面積で定義しています。
すなわち本器と測定対象物の距離は右図
のようにＤ：Ｓ＝６：１の関係となって
います（Ｄ＝測定距離、Ｓ＝測定領域直径)。本器と測定対象物の距離が150
㎜の場合、測定できる領域は直径25㎜の円となります。
測定対象物が測定範囲円より大きいことを確認してください。測定対象物が
小さければ測定対象物に近づいてください。測定精度を高めるためには、少
なくとも測定対象物の面積が測定範囲の倍の大きさになるようにしてくださ
い。
注意：測定対象物がこの測定範囲円より極

端に大きい場合は正しい温度が測定
できません。また小さい場合は測定
対象物の関係のない部分も測定して
しまいますので、正しい温度が測定
できないことがあります。

●高温測定時の注意
①高温（200℃以上）になっている測定対象物を近い距離（30㎜以下）にて長
　時間（３分以上）連続測定する場合、赤外線レンズの性能が低下する恐れが

あります。高温（200℃以上）の測定は30㎜以上の距離から短時間にて行う
　ようにしてください。
②本器自体が輻射熱で加熱されると、温度バランスが乱れて温度精度に影響を

及ぼします。高温の測定は短時間で行ってください。
③測定対象物が高温のときは測定対象物に手が触れたり、輻射熱によってやけ

どすることがあり危険です。高温の測定対象物を測定する場合は危険のない
測定距離を保ってください。
●低温測定時の注意

本器の使用周囲温度は０～50℃です。本器を０℃以下の冷凍庫内に持ち込ん
で、温度測定を行うことはできません。
０℃以上の低温冷蔵庫の中に本器ごと持ち込んで温度測定を行った場合、本
器が周囲温度になじむまで温度指示値に誤差を生じます。周囲温度が10℃以
上変化した場合には、30分以上本器をご使用される雰囲気になじませてくだ
さい。

－　 －
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本体ビニールカバーの装着

●放射率がわからない物体を測定するとき
・本器の放射率設定を0.95にして、測定対象物に放射率が0.95に近い耐熱塗料
　を塗るか、または放射率が0.95に近いテープを貼り付けることで表面温度を
　測定することができます。
・塗料及びテープは次のものをお勧めします。
塗　料　　⑴商 品 名 ： ニッペホームペイント「耐熱用スプレー」
　　　　　　放 射 率 ： 200℃にて0.97～0.98
　　　　　　耐熱温度 ： 600℃
　　　　　　入手方法 ： ホームセンター、塗料店で入手可能
　　　　　⑵商 品 名 ： アサヒペン「耐熱塗料　黒艶消し」
　　　　　　放 射 率 ： 200℃にて0.96～0.98
　　　　　　耐熱温度 ： 600℃
　　　　　　入手方法 ： ホームセンターなどで入手可能
テープ　　⑴商 品 名 ： Scotch ３Ｍ「810メンディングテープ」
　　　　　　放 射 率 ： 100℃にて0.95
　　　　　　耐熱温度 ： 180℃（但し、耐久時間は１時間ほど）
　　　　　　入手方法 ： 文具店などで入手可能

使用環境に応じて、付属している本体ビニールカバーをご使用ください。
・埃やゴミの多い場所などで本器を汚れから守りたいとき
・油や水の飛散があるとき（但し、本器は防水機能はありません）
注意：本体ビニールカバーご使用の際、本体ビニールカバーに静電気が帯電し、
　　　指示値が不安定になることがあります。そのような場合は、本体ビニー

ルカバーを外してご使用ください。

－　 －
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保　　守
・赤外線レンズにゴミや埃が付着し汚れますと、測定精度に影

響があります。
　センサ部にゴミや埃が付着しないようにご使用ください。
赤外線レンズが汚れたときは、カメラ用ブロアにてゴミや埃を
吹き飛ばしてください。汚れが取り除けない場合はカメラ用レ
ンズクリーニング液を綿棒の先端につけて、やさしく拭き取っ
てください。

注意：赤外線レンズを絶対に水や洗剤で洗わないでください。レンズの性能が
低下して正確な温度測定ができなくなることがあります。

　　　レンズをクリーニングするときは、測定エリアガイドを持たないでくだ
さい。測定エリアガイドを持つと、本体内のセンサ周辺の温度が変化し
て、測定精度に影響を及ぼします。測定エリアガイドを持ったときは、
周囲の温度に十分なじませてから（３～５分）測定を行ってください。

エラーメッセージ機能

－　 －

エラーメッセージ 原　　　因 対　　　策
測定温度が250℃
を超えている。

温度表示範囲は－60～250℃です。
速やかに温度表示範囲に戻してくだ
さい。センサが故障します。

温度が－60℃より
下がっている。

温度表示範囲は－60～250℃です。
速やかに温度表示範囲に戻してくだ
さい。センサが故障します。

本器周囲温度の変
化が激しいときに
表示します。

周囲温度が安定した場所で測定を
行ってください。周囲温度が著しく
変化する場合、温度補償機能が周囲
温度変化に追いつきません。

本器周囲温度が０
～50℃の範囲外に
なっている。

本器の使用温度範囲は０～50℃で
す。０℃未満及び50℃を超える周囲
温度では測定することができませ
ん。周囲温度０～50℃範囲内でご使
用してください。

上記エラー内容以
外のトラブルが発
生した場合に点灯
します。

一度、電池を取り出し、１分後に
再度電池をセットしてください。
Ｅｒ表示が消灯しない場合、内部電
子回路の破損などが考えられます。
お買いあげ店または弊社にご連絡く
ださい。
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トラブルシューティング
次のような場合は故障ではないことがあります。修理を依頼される前にもう一
度お調べください。

－　 －

不具合
症　状 予想される原因 対　　　策

●
電
源
が
入
ら
な
い

電池の容量がなくなって
いませんか？

新しい電池と交換してください。(｢電池のセ
ット・交換」参照）

電池を交換しても電源が
入らない場合、本器内部
の部品が破損している恐
れがあります。

お買いあげ店または弊社までご連絡ください。

●
温
度
指
示
値
が
異
常
で
あ
る

電池の容量がなくなって
いませんか？

新しい電池と交換してください。(｢電池のセ
ット・交換」参照）

本器内部温度が測定環境
温度になじんでいない。

本器を測定環境になじませてから測定を開始し
てください。

測定エリアガイド「ラッ
パ部分」を持って測定し
ていませんか？

測定エリアガイド「ラッパ部分」を持って測定
すると、測定精度に影響を及ぼします。本器ケー
ス部を正しく持って測定してください。

電気的なノイズが発生す
る環境でご使用していま
せんか？

電気的なノイズが発生する環境で使用すると、
温度指示値に影響が出る場合があります。測定
場所を移動してください。

放射率の設定が合ってい
ない。

測定する物体表面により放射率の設定値が異な
ります。放射率表を参照して、測定する物体表
面に合わせて放射率を設定してください。

測定対象物の表面が凍っ
ていたり、水滴や埃が付
着していませんか？

測定対象物の表面をよく拭いてから測定してく
ださい。
水滴や埃の表面温度を測定しています。

●
温
度
指
示
値
が
不
安
定
で
あ
る

電池の容量がなくなって
いませんか？

新しい電池と交換してください。(｢電池のセ
ット・交換」参照）

本器周囲温度が変化して
いませんか？

本器周囲温度が変化していると、温度補償機能
が追従せず、温度指示値が不安定になります。
周囲温度と本器の温度が安定してから測定を行
ってください。

放射率の値が小さな物体
を測定していませんか？

放射率を0.30未満に設定した場合、物体から放
射される赤外線エネルギーが小さくなるため、
温度指示値が不安定になることがあります。物
体表面に黒体テープ（メンディングテープ）を
貼るなどして、放射率を0.95に設定し、温度測
定を行ってください。

電気的なノイズが発生す
る環境でご使用していま
せんか？

電気的なノイズが発生する環境で使用すると、
温度指示値に影響が出る場合があります。測定
場所を移動してください。
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ＰＣ－8400Ⅱ仕様

※仕様及び外観は改良のため予告なく変更することがあります。

－　 －

製 品 名 ポケット放射温度計
型 式 ＰＣ－8400Ⅱ
製 品 番 号 1081－00
測 定 要 素 温度（表面温度）

機 能

放射率設定機能（ε＝0.05～1.00）
予備用電池収納部付き
最高温度(ＭＡＸ)表示機能
最低温度(ＭＩＮ)表示機能
連続測定機能（ＬＯＣＫ機能）
オートパワーＯＦＦ機能

温 度 測 定 範 囲 －60～240℃（温度表示範囲：－60～250℃）

温 度 測 定 精 度

－60～ －41℃：±5℃　　－40～－21℃：±4℃
－20～－0.1℃：±3℃　　  0.0～99.9℃：±2℃
 100.0～ 199.9℃：±(3％reading)℃
 200～ 240℃：±(4％reading)℃
(条件）測定環境温度23℃±5℃
　　　 放射率0.95の黒体炉を校正に使用したとき
　　　 （本体放射率はε＝0.95に設定）

測 定 再 現 性 ±1℃

表 示 分 解 能 0.1℃（－9.9～199.9℃）
  1℃（－60～－10℃、200～250℃）

測定サンプリング 約0.5～1秒（本体周囲温度による）
セ ン サ サーモパイル
距 離 係 数 D：S＝6：1（D：測定距離、S：測定領域直径）
使 用 環 境 条 件 温度：　  0～50℃　湿度：80％rh以下（結露のないこと）
保 管 環 境 条 件 温度：－10～50℃　湿度：90％rh以下（結露のないこと）
電 源 リチウムコイン電池CR2032　１コ

電 池 寿 命 連続測定　約20時間（室温20℃にてＬＯＣＫ機能連続
60分測定を約20回にて測定）

材 質
本  体  ケ  ー  ス：ＡＢＳ樹脂
測定エリアガイド：ＰＣ樹脂
ネックストラップ：ナイロン

寸 法 約(Ｗ)51×(Ｈ)122×(Ｄ)22.5㎜
測定エリアガイド径：φ24.6

質 量 約63ｇ（電池２コ含む）

付 属 品

・取扱説明書　　　　　　　　　　　　　　　　１枚
・リチウムコイン電池 CR2032 　　　　　　　１コ
・予備リチウムコイン電池 CR2032 　　　　　１コ
・ネックストラップ　　　　　　　　　　　　　１本
・本体ビニールカバー　　　　　　　　　　　　１枚
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保証規定
１）取扱説明書の注意に従った正常な使用状態で故障した場合、お買いあげ後

半年間、無償で新しい製品と交換させていただきます。その他の責はご容
赦願います。

２）修理の必要が生じた場合は製品に本証を添えて、お買いあげ店または弊
　　社にご持参またはご送付ください。但し、製品の構造上、分解修理ができ
　　ませんので、修理に見合った料金にて新しい製品とお取替えいたします。
３）保証期間内でも次の場合は有償修理による対応となります。
　　イ．誤用・乱用および取扱不注意による故障
　　ロ．火災・地震・水害の災害による故障
　　ハ．不当な修理や改造および異常電圧に起因する故障
　　ニ．使用中に生じた傷等の外観上の変化
　　ホ．消耗品および付属品の交換

へ．本証の提示がない場合および必要事項（お買いあげ日、販売店名等）
の記入がない場合

４）本証は日本国内でのみ有効です。また、本証は再発行いたしません。大切
に保管してください。

－　 －



品 質 保 証 書
お願い　本保証書はアフターサービスの際必要となり
　　　　ます。お手数でも※印箇所にご記入のうえ本
　　　　器の最終ご使用者のお手許に保管ください。

※当商品の保証書にご記入された、お客様の個人情報
　は、商品の修理・交換の商品発送などに使用し、
　それ以外に使用したり、第三者に提供する事は一切
　ございません。

　品　名　ポケット放射温度計　　　　型式　PC－8400Ⅱ

※お客様名

※ご住所

　　　　　　　　　　　　　　※TEL　　（　　）

お買いあげ店名　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞

ご住所

　　　　　　　　　　　　　TEL　　（　　）

　　　お買いあげ年月日　　　　　　　年　　月　　日

●以下につきましては、必ず販売店にて、記入捺印してください。

〒101-0045 東京都千代田区神田鍛冶町３丁目４番地
TEL 03-3254-8111（代）  FAX 03-3254-8119

T.01


